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宇部市小野湖～現場でトータルにつかむ『水と緑と土』～


　

　　　　　　　　　　プ ロ グ ラ ム　　　　　　　　　　　　
　　１、『水と緑と土』の著者：富山和子さんを囲む会　（第10回　環境の本を読む会）

　●１２月１１日（金）午後５時～７時　　宇部市総合福祉会館　セミナールーム（小）

　　　　　　　　　　　　午後７時～　　　　前夜交流会

　　　　　主催：ＮＰＯ法人うべ環境コミュニティ「環境の本を読む会」

　　２、小野湖フィールドワーク　（富山和子さんの現場指導）

　　　　　●１２月１２日（土）　午前９時　「アクトビレッジおの」集合→小野湖畔　集落　大田川　支流

　　　　　　　地元の人、市民、学生、院生、研究者の参加。【どなたでも参加できます】

· 午前１１時半　終了

　協力：山口県立大学 安渓遊地研究室　　山口大学工学部 村上ひとみ研究室　

　　　　　　主催：地域と地球を考える会

 　　３、事例報告と講義（講演）

　　　　　　　とき：１２月１２日（土）　午後１時～午後４時４５分　

　　　　　　　ところ：宇部市文化会館　研修室

　　　　　●第１部　水源地を守る市民の取り組み　下関市、萩市、山陽小野田市・宇部市から

　　　　　●第２部　富山和子さん講演（講義）　水と緑の国 日本～原点から考える水環境問題～

　　　　　　　　　　★質疑応答の時間をとってあります。質問を用意してきてください。　　

　　　　　　　　　　　　　主催：小野湖の水を守る会／地域と地球を考える会


　

　　　　　　　

富山和子（とみやま・かずこ）氏

【プロフィール】

評論家、日本福祉大学客員教授、立正大学名誉教授

　  1933年群馬県に生まれる。早稲田大学文学部卒業。水問題を森林林業の問題にまで深めたこと、また「水田はダム」の理論でも知られ、「日本のレイチェル・カーソン」とも呼ばれ、その総合的な研究は「富山学」と呼ばれる。著書『水と緑と土』は環境問題のバイブルといわれ、35年を超えるロングセラー。 

　『海は生きている』を１０月に刊行。「生きているシリーズ」５部作が完結した。　 

　 自然環境保全審議会委員、中央森林審議会委員、河川審議会専門委員、海洋開発審議会委員、瀬戸内海環境保全審議会委員、中央公害対策審議会委員、林政審議会委員、「日本名水百選」選定委員、「日本の棚田百選」選定委員、食料・農業・農村基本問題調査会委員、国際コメ年日本委員会副会長など歴任。田園空間博物館中央委員、水の文化研究所理事長。1990年版より「富山和子がつくる日本の米カレンダー」を制作、農林漁業を守るキャンペーンを続けている。 

【主な著作】

　

『水と緑　日本の原風景』家の光協会

　『日本の風景を読む』　ＮＴＴ出版

　『環境問題とはなにか』ＰＨＰ新書

　『水と緑と土』　中公新書

　『水の文化史』　文藝春秋

　『日本再発見、水の旅』　文藝春秋

　『日本の米　』　中公新書

　『水と緑の国、日本』　講談社

　『ひみつのやまの子どもたち』　　童話屋

　『お米は生きている』　　　講談社　

　『森は生きている』　　　　講談社

　『道は生きている』　　　　講談社

　『川は生きている』　　　　講談社

　『海は生きている』　　　　講談社
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２００９年１０月刊行

参考WEB　富山和子がつくる日本の米カレンダー

　http://www.ad-sun.com/komecalendar/kome_top.html
いずれも


参加無料





「トータルで見る、ということは、なんてすてきなことでしょう。


『歴史』という時間の積み重ねを通して見る。さらに、山と川と平野


という大地の広がりの中で見る。すると、目の前の土のかけらまでが


なんとダイナミックに見えてくることでしょう。」


……『海は生きている（自然と人間）』　2009年10月刊


　まえがき（「生きているシリーズ」全５巻完結に寄せて）から……
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富山和子さんのフィールドワーク（現場指導と講演会）


あんど





山口県立大学現代GP





お問い合わせ・参加の連絡


地域と地球を考える会（地域の問題を地球市民の立場で考える）


　　　世話人：山口県立大学国際文化学研究科、伊藤丈二、安藤公門


　　　連絡先：〒755-0018 山口県宇部市錦町１７－１９（安藤方）　　　　


　　　　　　　℡：0836－31－1209　　 � HYPERLINK "http://atta-an.seesaa.net/" ��http://atta-an.seesaa.net/�　　








このプログラムは、山口県立大学現代ＧＰ助成事業の一環として行われます。











